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令和元年度 通常総会 

日時：令和元年 6 月 14 日（金） 18:15～19:00 

場所：JEAS 会議室   

主な議題：平成 30 年度活動報告・決算、令和元年度活動計画・予算等 

 

令和元年度 第 1 回勉強会 

演題：「環境影響評価をめぐる最近の動向 ～風力発電、フォローアップ、合意形成の問題  

を中心に～」 

講師：東京工業大学環境・社会理工学院 准教授 錦澤 滋雄 先生 

日時：令和元年 6 月 14 日（金） 19 時開始予定 

場所：ＪＥＡＳ会議室 

※勉強会終了後、懇親会を会費制にて開催いたします。 

 

今年度の主な活動の記録です。 

●講習会等 

・平成 30 年度 第 1 回講演会 

日時：平成 30 年 6 月 1５日（金） 

演題：「風力発電とアセスメント」 

講師：東京工業大学環境・社会理工学院 

教授 村山 武彦 先生 

・平成 30 年度 第１回勉強会 

日時：平成 31 年 1 月 23 日（水） 

演題：「持続可能な開発目標 SDGs の達成に向けた

サステナビリティ・アセスメント実施の意義

（持続可能性評価）」 

講師：法政大学デザイン工学部准教授 川久保 俊 先生 

 

 

 

●総会 

・通常総会：平成 30 年 6 月 15 日（金） 

●運営委員会 

・第 1 回：平成 30 年 4 月 19 日（木） 

・第 2 回：平成 30 年 5 月 15 日（火） 

・第 3 回：平成 30 年 7 月 20 日（金） 

・第 4 回：平成 30 年 9 月 21 日（金） 

・第 5 回：平成 30 年 11 月 30 日（金） 

・第 6 回：平成 31 年 1 月 23 日（水） 

 

 

平成 30 年 11 月 23 日（金・祝）に実施された「環境アセスメ

ント士資格認定試験」の結果、生活環境部門１７名、自然環境部門

2５名、合計４２名の環境アセスメント士が誕生しました。 
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定期的なお知らせは会員メールや環境アセスメント士会 公式ウェブサイトにて随時公開していま

す。意見交換や情報交換は Facebook で行っています。ご活用ください。

環境アセスメント士会 公式ウェブサイト 

https://jeas.org/society/
 

https://www.facebook.com/env.assessors/

環境アセスメント士会への入会について 

会員資格は、環境アセスメント士の方(正会員)、本会の活動を賛助する個人・環境アセスメント士を

志す方(賛助会員)です。年会費は、2,000 円です。随時皆さまのご入会を募集しております。 

詳しくは、上記ウェブサイトをご覧ください。 

年会費の振込先：みずほ銀行 麹町（こうじまち）支店（０２１） 

（普通）１４６４３４８ 口座名義 カンキヨウアセスメントシカイ 
 
あとがき 

諸事情により久しぶりの発刊となってしまいましたが、元号

が変わったので、装いも新たに発刊します。 

今後も会員内外に様々な機会と情報を提供してまいりたいと

思います。みなさまのご参画をお待ちしております。 
環境アセスメント士会 広報グループ 

連絡先  

環境アセスメント士会 
〒102-0092 東京都千代田区隼町 2 番 13 号 

US 半蔵門ビル 7F 
TEL 03-6268-9494 FAX 03-3230-3876 
E-mail: pea@jeas.org  

演題：「持続可能な開発目標SDGsの達成に向けたサステナビリティ・アセスメント実施の意義

（持続可能性評価）」 

 

講師のご紹介 

川久保 俊 法政大学デザイン工学部建築学科 准教授 

慶應義塾大学理工学部、同大学院理工学研究科を卒業。 

その後、同大助教、日本学術振興会特別研究員、オーストラリア連邦科学 

産業研究機構 訪問研究員等を経て、現在、現職。 

 

講習会参加者からの感想 

わかっているようで、わかりにくい SDGｓ。でも現在はこのキーワードを知っていないと業務に（少し）差

しさわりがあるかも、というほどに浸透している。勉強会では、ゴールやターゲットが多すぎて混乱しそうに

なる SDGｓについて、身近な問題（ダイエット）に置き換えて、胆になる考え方をわかりやすく説明してくだ

さり、理解が深くなった気がしました。あわせて、つい陥りがちになる、評価の獲得を目標にすることや各ゴ

ールに対する取り組み状況を整理することに終始するのではなく、目標からのバックキャストが重要であるこ

と、全てのゴールを目指さなくても良いことなどを、熱く語っていただきました。また、現在研究・発表途中

のためまだ公にはしていないデータなども交え、さらに深いところまで話は及びました。 

「SDGｓと環境アセスメントについてお話しください」というかなり無茶なリクエストに、真摯にお答えい

ただき本当にありがとうございました。 

最後に、川久保先生の研究室で作成されている「ローカル SDGｓプラットフォーム」についての紹介があり

ました（以下 URL 参照）。このサイトでは「自治体 SDGs 指標リスト（試行版）」に掲載されている全指標に

ついて都道府県、市区町村のデータが収集、整理されています。アカウントの作成が必要ですが、ご興味のあ

る方はご覧ください。 https://kawakubo-lab.ws.hosei.ac.jp/index.html 

 

https://www.facebook.com/env.assessors/
mailto:pea@jeas.org
http://www.facebook.com/groups/301840033234795

